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▶問い合わせ先＝生涯学習課　生涯学習係　　　  　９１５９56☎

スポーツスポーツ

「最近体重が増えてきた」　「お腹周りが気になる」　
　　　　　　　　　　　　「出産後から痩せにくくなった」　「筋肉をつけたい」

こういったお悩みは上三川町体育センターの

『パーソナルトレーニング』で解決が出来ます♪

トレーナーとマンツーマンでの運動や食事アドバイスで

身体を変えてみませんか？

１回６０分　３，３００円（税込）～

※パーソナルピラティス / ヨガ開講準備中。お楽しみに！！

只今！人気沸騰中　ピックルボールってどんなスポーツ？　What　is　Pickleball

　ピックルボール（Pickle ball）は、プラスチック製で中空のボールに多数の穴があい

たものを、木製などの固いパドル（ラケット）で打ち合うスポーツ。卓球・テニス・バ

ドミントンを元に考えられた競技で、ルールや戦略などはテニスに則ったものです。

ボールの多数の穴によって空気抵抗が増し、ボールの速度が比較的低いので年配者や

お子様でもプレーができ、幅広い世代の人々が楽しめます。

「誰もが初心者」　国内競技人口はまだ少数

　スポーツを始めるとき、人はつい上級者に萎縮し

てしまいがち。周りと比較してしまって自由に楽し

めない、なんてことがありますよね。でもピックル

ボールは大丈夫！国内の競技人口はまだまだ少数で、誰もが初心者。さぁ、一足お先に

始めてみませんか。

【スポーツデー卓球】　会場　多目的室

毎週日曜日　午後１時～６時　

１時間／100円

なんと！！ラケット・ボール貸出無料

屋内シューズをご持参ください。

※大会等のある場合は中止となります

【おすすめ教室】

初めてのフラダンス／バランスボールダンス／

ステップ

※教室のお申込みは、窓口にて受付中です。

▶問い合わせ先＝上三川町体育センター
　　　　　　　　　　　７３２８56☎

ご家族みんなで楽しめます！ １１月・１２月各種スポーツ教室開催中！！

体育センターからのお知らせ

痩せたい方大集合♪
１１月の集会所開放事業「こんにゃく作り教室」

茹でたコンニャクイモを使って、こんにゃくを作ります。

▶期日＝１１月１９日（日）　午前１０時～正午　 ▶場所＝東館南集会所

▶講師＝小野崎　洋子先生　 ▶材料費＝２００円

▶定員＝５名（先着順）　 ▶申し込み期間＝１１月６日（月）～１５日（水）

▶申し込み先＝生涯学習課　生涯学習係　　　  ９１５９56☎

「現代の人権　ビジネスと人権　　人権デューデリジェンス」

〇企業にとっての人権

　企業の一番の目的は利潤の追求です。商品やサービスを提供することで利潤つまり儲けを

得ます。けれども、利潤を生みだすためのさまざまな事業活動の中で、企業は、消費者だけ

でなく、従業員、取引先、株主、地域社会など多くの人と関わっています。こうした「人と

のつながり」によって成り立っている企業にとって、人権とのかかわりなくして事業を営む

ことはできない状況にあります。

　２００１年ごろ、欧米のマスコミによる報道から、西アフリカ各国のカカオ農園における

児童労働の問題が注目されました。零細なカカオ農家は家族経営である場合が多く、子ども

が家族の手伝いをして働いていることも多かったのですが、コートジボワールでは働く子ど

もたち１３万人の３分の１は一度も学校に行ったことがなく、１割は他国から売られてきて

強制的に働かされている疑いが指摘されました。こうした指摘を受けて、カカオ産業では生

産現場での児童労働をなくす取組みが始まりました。

〇企業に求められる取組み

　国連は２０１１年に「ビジネスと人権に関する指導原則」を採択しました。企業には人権

を尊重する責任があるとして、取引先や供給網全体で人権侵害となるような問題が起きてい

ないかをチェックする「人権デューディリジェンス（人権ＤＤ、人権侵害に対する注意義務）」

を実施するよう求めています。自社の事業の中で人権侵害を引き起こす危険性をチェックし、

予防や改善を進め、実態を社外にも開示することが求められています。欧米ではすでに法律

による義務化が進んでいます。中国の新疆ウイグル自治区で生産される綿製品に強制労働が

疑われた際には、日本の衣料品大手企業の商品が米国への輸入を一時的に差し止められました。

欧州委員会（ＥＵ）も昨年に強制労働製品のＥＵ域内での流通を禁止する規則案を発表しま

した。人権侵害との関係が疑わしい企業には厳しい目が向けられる時代になってきています。

　国連の動きを受けて、日本国内でも経済産業省が昨年９月に人権ＤＤの指針を策定しました。

国連のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）が掲げる１７の目標の中で、日本企業の関心は「環境」

に傾き、「人権」には関心が薄い傾向にありましたが、今後は人権問題に取り組む必要性が増

していくものと思われます。

りじゅん

ピックルボール体験会アリーナにて開催中 開催日時はお気軽にお問い合わせください。

おのざき            ようこ

しんきょう
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